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日時 6月 10（土）～6月 11日（日） 

会場 全体会は勤労者福祉センター(岡山市北区春日町 5－6) 

   分科会は同会場とピュアリティまきび(北区下石井 2－6－41) 

日程 第 1日目  

   正午～     受付開始 

   午後 1時 30分～ 全体会(開会集会) 

   午後 5時 30分  1日目終了 

   午後 6時 30分～ 夕食交流会 終了午後 8時 30分 

   第 2日目 

   午前 9時 00分～ 分散会・分科会 

   午後 0時 00分～ 昼食 

   午後 1時 00分～ 全体会(閉会集会) 

   午後 3時 00分 

・夕食交流会はアークホテル岡山(ピュアリティまきび隣) 

夕食交流会の参加費は 4400円(飲み物別)。 

恒例の全国各地からの地酒あり。 

・2日目の昼食は、弁当準備あり。事前注文。 
 
★参加についての問い合わせは、県または地域平和委員会へ。 

 

４
月
４
日
に
、
岡
山
県
平
和
委
員
会
と
玉

野
市
平
和
委
員
会
は
共
同
し
て
、
三
井
玉
野

造
船
所
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

軍
艦
用
の
ド
ッ
ク
の
上
の
山
か
ら
み
ま
し

た
。 

前
方
に
直
島
が
あ
る
穏
や
か
な
輸
送

艦
「
し
も
き
た
」(L

S
T

-4
0
0

2
)

が
船
首
を
南

に
横
付
け
し
、
護
衛
艦
「
ふ
ゆ
づ
き
」

(D
D

-1
1

8
)

、
そ
の
他
艦
船
２
艘
が
ド
ッ
ク

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

以
前
は
、
玉
商
店
街
に
「
自
衛
艦
○
○
歓

迎
」
の
看
板
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
掲
げ
て

い
ま
せ
ん
。
造
船
所
事
務
所
に
は
従
来
通
り

の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

三
井
・
玉
野
造
船
所
は
、
千
葉
の
造
船
所

と
異
な
り
「
艦
船
専
用
事
業
所
」
に
指
定

し
て
い
ま
す
。 

造
船
所
事
務
所
近
く
に
は
、「
三
井
造
船

資
料
室
」
が
あ
り
、
戦
前
か
ら
建
造
し
た

「
軍
艦
」
な
ど
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
一
般
に
は
解
放
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

玉
野
市
平
和
委
員
会
は
、
海
上
か
ら
日

常
的
や
日
常
的
に
監
視
す
る
活
動
を
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

30 年ぶりに岡山県で開かれる日本平和委員会第 67 回定期全国大会

の開催要項が決まりました。岡山県の参加者に関係すると思える部分

を紹介します。日本全国の平和の最前線で闘っておられる平和委員会

の人たちの経験を聞ける絶好の機会です。会員並びに新聞読者のみな

さんはぜひ開催日当日は予定を空けておいてください。 
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 ４
月
１５
日
、『
沖
縄
連
帯
15
日
宣

伝
』
を
岡
山
駅
西
口
さ
ん
す
て
に
て

参
加
７
人
で
行
い
ま
し
た
。
署
名
は

17
筆
集
ま
り
ま
し
た
。 

  

県
平
和
委
員
会
の
大
西
会
長
と

共
産
党
の
余
江
氏
が
「
沖
縄
の
海
を

壊
す
米
軍
基
地
を
つ
く
る
な
」
「
民

意
無
視
の
基
地
建
設
の
中
止
し
、
欠

陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
撤
回
し

よ
う
」
「
日
本
原
演
習
場
で
の
米
海

兵
隊
単
独
訓
練
反
対
」
「
辺
野
古
の

米
軍
新
基
地
建
設
で
、
防
衛
省
沖
縄

防
衛
局
は
来
週
に
も
護
岸
工
事
に

着
手
し
よ
う
と
、
県
民
の
反
対
運
動

を
力
ず
く
で
排
除
し
、
急
ピ
ッ
チ
で

作
業
を
進
め
て
い
る
」
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。 

 

男
子
学
生
が
、
自
ら
寄
っ
て
き
て
、

「
沖
縄
の
名
護
市
出
身
な
ん
で
す
。
基

地
に
は
反
対
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
署
名
。 

 

在
宅
医
療
で
働
い
て
い
る
女
性
た
ち

は
、
職
場
に
沖
縄
の
人
が
い
て
反
対
し

て
い
る
基
地
は
い
ら
な
い
と
み
ん
な
で

署
名
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
中
国
が
攻

め
て
き
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
」
と
真
顔

で
怒
る
人
も
い
ま
し
た
。 

他
に
も
自
ら
署
名
を
し
に
来
る
人
が

目
立
ち
ま
し
た
。
岡
山
県
で
は
統
一
署

名
は
１
８
８
筆
集
め
て
い
て
、
４
月
１６

日
の
全
国
理
事
会
で
提
出
し
ま
し
た
。 

３
月
26
日
、
県
平
和
委
員
会
と
民
青

と
の
共
同
で
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
４
人
、
25
人
が
回

答
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
憲
法
は
誰
が
守

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う

問
い
に
は
、
国
民
全
員
と
答
え
た
人
が

多
く
、
天
皇
や
権
力
を
持
っ
た
人
た
ち

と
答
え
た
人
は
少
数
で
し
た
。 

 

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト 

憲
法
守
る
人
は 誰

?

 

水
島
平
和
委
員
会
で
は
、
全
国
大
会
ま
で
に
会
員
、
新
聞
読

者
を
約
倍
化
し
よ
う
と
事
務
局
で
意
思
統
一
を
し
、
２
月
か
ら

拡
大
強
化
月
間
を
展
開
、
地
域
の
団
体
や
医
療
生
協
内
に
声
を

か
け
、
こ
れ
ま
で
１
名
12
部
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
会
長
の
田

辺
昭
夫
さ
ん
は
「
私
を
含
め
、
事
務
局
で
個
人
目
標
を
持
っ
た
。

大
会
ま
で
に
目
標
を
達
成
し
て
、
平
和
新
聞
の
一
面
に
載
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
25
日
に
は
、
民
主
会
館
平
和
委
員
会
（
岡
山
市
）
の

結
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

全
国
大
会
ま
で
に 

 

目
標
達
成
め
ざ
す 

水
島
平
和
委
員
会 

 

全国大会歓迎 

名刺広告 
 
地域平和委でおおいに

取り組みましょう。 
 
大会のしおりと本紙大会特集

号に載せます。案内と要項を各

地域平和委員会に送っていま

す。全国大会参加のための県と

各地域の財政援助ともなりま

す。積極的に取りましょう。 

沖縄連帯宣伝 

「基地はいらない、がんばって！」 


